
令和２年度令和２年度
『新しい「令和」の時代の、『新しい「令和」の時代の、
記念すべき1年』記念すべき1年』
　令和２年３月定例町議会において、吉田義德町長が令和
２年度の町政運営についての施政方針演説を行いました。
　その一部を抜粋して紹介します。

　
政
府
は
、
少
子
高
齢
化
に
立
ち
向
か
う
重
要

な
鍵
と
し
て
、
人
生
１
０
０
年
時
代
を
見
据
え

た
人
材
へ
の
投
資
、「
人
づ
く
り
革
命
」を
掲
げ

て
い
ま
す
。
昨
年
10
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
幼
児

教
育
・
保
育
の
無
償
化
を
は
じ
め
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
誰
も
が
安
心
で
き
る「
全
世
代
型

の
社
会
保
障
」へ
の
転
換
を
進
め
て
い
ま
す
。
本

町
に
お
い
て
も
、
生
活
の
基
盤
と
な
る
道
路
な

ど
の
社
会
資
本
整
備
に
加
え
、
切
れ
目
の
な
い

子
育
て
支
援
や
、
急
速
に
進
行
す
る
高
齢
化
社

会
に
対
応
し
た
施
策
を
、
一
層
強
化
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
少
子
化
社
会
の
中
、
若
い
世
代
が
抱
え
る
子

育
て
の
不
安
を
解
消
し
、
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
、
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
子
育
て

環
境
の
整
備
や
充
実
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

出
産
を
迎
え
る
方
や
子
育
て
を
さ
れ
て
い
る
方

が
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
、
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
児
童
館
が
連
携
し
た
相

談
拠
点
の
更
な
る
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
保

育
ニ
ー
ズ
の
増
加
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
私
立

保
育
園
の
増
改
築
・
定
員
増
へ
の
支
援
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
４
月
か
ら
は
、
福
祉
医
療
費
の

現
物
給
付
を
小
中
学
生
ま
で
拡
大
し
、
子
育
て

世
帯
の
経
済
的
な
負
担
軽
減
に
も
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
教
育
で
は
、
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
語
学

力
の
向
上
や
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
育
成
を
図
る
た
め
、
外
国
語
教
育
の
一
層

の
充
実
を
図
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
中
学
生

を
英
語
圏
に
派
遣
す
る
な
ど
、
子
育
て
も
教
育

も
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
、
子
ど
も
た

ち
の
声
で
賑
わ
う
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、
高
齢
化
社
会
が
進
む
中
、
高
齢
者
の

皆
さ
ま
に
も
、
で
き
る
限
り
長
く
介
護
や
医
療

を
必
要
と
せ
ず
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
活
躍
し

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
健
康
に
暮
ら
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
全
体
で
支
え
合
う
高

齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
更
な
る
推

進
を
図
る
と
と
も
に
、
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・

予
防
・
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」の
構
築
も
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、「
時
津
中
央
第
２
土
地
区
画
事
業
」区

域
の
歩
道
を
、
ゴ
ム
チ
ッ
プ
に
よ
る
弾
力
性
舗

装
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
整
備
し
て

い
ま
す
が
、
可
能
な
場
所
に
は
同
様
の
舗
装
を

施
し
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
健

康
増
進
を
図
る「
歩
く
ま
ち
づ
く
り
事
業
」を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
更
に
、
高
齢
者
の
皆
さ
ま

の
外
出
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
、
70
歳
以
上

の
高
齢
者
で
自
動
車
の
運
転
免
許
証
を
お
持
ち

で
な
い
方
に
対
す
る
交
通
費
助
成
制
度
を
、
４

月
か
ら
新
た
に
開
始
い
た
し
ま
す
。

　
ハ
ー
ド
面
で
は
、
令
和
11
年
度
の
完
成
を
目

指
す
時
津
中
央
第
２
土
地
区
画
整
理
事
業
の
整

備
促
進
を
は
じ
め
、
国
道
２
０
６
号
の
交
通
渋

滞
解
消
に
効
果
が
期
待
さ
れ
る「
西
彼
杵
道
路

（
時
津
工
区
）」の
令
和
４
年
度
完
成
を
目
指
し
、

引
き
続
き
長
崎
県
や
関
係
団
体
と
の
連
携
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、「
子
々
川
日
並
線
」

や「
西
時
津
左
底
線（
野
田
工
区
）」な
ど
の
生
活

関
連
道
路
の
計
画
的
な
推
進
を
図
り
、
新
た
に

「
西
時
津
小
島
田
線（
打
越
工
区
）」の
道
路
事
業

に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
通
学
路
の
安
全
対
策

な
ど
、
町
民
皆
さ
ま
の
快
適
な
生
活
に
必
要
不

可
欠
な
都
市
基
盤
・
生
活
関
連
道
路
の
整
備
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
一
極
集
中
を
是
正
し
、
地
方
へ

の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る
た
め
、
自
ら

の
工
夫
と
ア
イ
デ
ア
で
地
方
創
生
に
挑
戦
す
る

自
治
体
を
、
政
府
は
応
援
し
て
い
ま
す
。
本
町

で
は
、
こ
れ
ま
で
地
方
創
生
交
付
金
を
活
用
し
、

崎
野
自
然
公
園
の
コ
テ
ー
ジ
建
設
を
は
じ
め
、

東
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
調
理
室
改
修

や
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ル
ー
ム
の
新
設
を
行
い
ま
し

た
。
令
和
元
年
度
か
ら
は
、
鳴
鼓
岳
の
景
観
を

生
か
し
た
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
今
後
は
、
本
町
の
重
要
な
文
化

財
で
あ
る「
茶
屋（
本
陣
）」の
活
用
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
う
予
定
で
あ
り
、
引
き
続
き
本
町

の
魅
力
を
発
信
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け

た
地
域
活
性
化
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
令
和
２
年
度
は
、「
第
５
次
時
津
町
総
合
計
画
」

の
最
終
年
度
に
あ
た
り
ま
す
。
以
上
の
よ
う
な

重
点
施
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
過
去
10
年

間
の
総
括
を
行
い
、
ま
ち
づ
く
り
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
、
皆
さ
ま
の
貴
重
な
ご
意
見
等
を
踏
ま

え
、
次
期
総
合
計
画
の
策
定
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
今
後
も
健
全
な
町
財
政
を
堅
持
し
つ
つ
、
選

択
と
集
中
の
観
点
を
持
っ
て
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
生
活
を
支
え
る
各
種
施
策
を
計
画
的
に
推
進

し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

施政施政
方針方針

※
施
政
方
針
の
全
文
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

【
行
政
情
報
→
町
長
室

→
施
政
方
針
→
令
和
２

年
度　
施
政
方
針
】
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義
務
的
経
費

返済

令和２年度 当初予算
一般会計

歳 入 117億円

歳 出 117億円

前年度との比較

町民１人あたりに
使われているお金は？

特色ある事業
１１７億円 （前年度比　７．５％、８億２，０００万円の増）

町税
39億1,765万円

（33.5％）

民生費
45億490万円

（38.5％）

扶助費
28億6,597万円

（24.5％）

人件費
15億5,101万円

（13.3％）

公債費
9億7,233万円

（8.3％）

投資的経費
23億1,791万円

（19.8％）

物件費
15億7,674万円

（13.5％）

補助費等
11億3,685万円

（9.7％）

繰出金
11億2,719万円

（9.6％）

土木費
25億9,506万円

（22.2％）

教育費
11億4,527万円

（9.8％）

公債費
9億7,233万円

（8.3％）

総務費
9億5,678万円

（8.2％）

衛生費
7億8,053万円

（6.7％）

消防費　
2億9,127万円（2.5％）

商工費　
1億8,426万円（1.6％） 議会費　1億2,961万円（1.1％）

維持補修費　
7,380万円（0.6％） その他　7,820万円（0.7％）その他　1億3,999万円（1.1％）

繰入金
6億8,356万円

（5.8％）国庫支出金
23億4,453万円

（20.0％）

地方交付税
12億6,353万円

（10.8％）

町債
11億1,040万円

（9.5％）

県支出金
8億9,524万円

（7.7％）

地方消費税交付金　
5億8,000万円（5.0％）

その他交付金等　1億3,590万円（1.1％）

寄附金　2億5,000万円（2.1％）
使用料及び手数料　１億8,581万円（１.6％）
分担金及び負担金　１億2,536万円（１.1％）

その他諸収入等　2億802万円（１.8％）

45.9%54.1%
歳入

目的別歳出
町の経費を

その行政目的によって
分類した支出

性質別歳出
町の経費を

その経済的性質を
基準として

分類した支出

自主
財源

依存
財源

　施政方針に基づき編成した一般会計、特別会計（国民健康保険事業・後期高齢者医療事業・介護保険事
業・浄化槽整備事業）、公営企業会計（水道事業・下水道事業）の令和２年度当初予算が、定例町議会で議
決されましたのでお知らせします。

・固定資産税
・町民税
・都市計画税
・町たばこ税
・軽自動車税

令和元年度当初予算と比較したときの主な増加要因は以下のとおりです。

です。その内訳を見ると･･･395,725円

町税の内訳

17億5,870万円 
15億3,489万円 
3億2,337万円 

2億548万円 
9,521万円 

（15.0％） 
（13.1％） 
（2.8％） 
（1.8％） 
（0.8％） 

・子々川日並線道路改良事業 3億400万円（1億8,745万円の増）
・保育所等整備交付金（時津野田保育園増改築） 1億1,756万円（新規事業）
・施設型給付費（私立保育所・幼稚園等） 11億795万円（6,975万円の増）

○地方創生推進交付金事業
○庁舎非常用発電機更新事業
○国勢調査費
○公園トイレ改修事業
○中学生海外派遣事業
○総合計画策定事業
○通学路交通安全対策事業

4,538万円
2,233万円
1,217万円

968万円
710万円
629万円
500万円

総務費（行政サービスの向上など）
○特定不妊治療事業 465万円
衛生費（保健衛生や環境衛生など）

○第２土地区画整理事業
○子々川日並線道路改良事業
○西時津左底線（野田工区）道路事業
○町道点在舗装・長寿命化修繕事業
○歩くまちづくり事業

13億9,011万円
3億400万円

2億1,575万円
6,788万円
2,560万円

土木費（区画整理、道路のインフラ整備など）

○校務用パソコン購入
○給食センター第二調理場調理機器購入
○英語指導助手配置事業

令和２年３月末の人口：29,566人　平成３１年３月末の人口：29,829人

1,477万円
1,354万円
1,306万円

教育費（学校教育や生涯学習の振興など）○保育所等整備交付金
　（時津野田保育園増改築）
○福祉医療費（こども）
○高齢者交通費助成事業

1億1,756万円
3,781万円
1,748万円

民生費（社会福祉サービスの充実など）

議会費

4,384円

町議会運営費として

令和元年度 4,414 円
（増減－30 円）

土木費

87,772円

区画整理、道路等のインフラ整備に

令和元年度 79,102 円
（増減＋8,670 円）

総務費

32,361円

一般行政事務費として

令和元年度 32,263 円
（増減＋98 円）

消防費

9,851円

消防活動や消防団育成に

令和元年度 9,988 円
（増減－137 円）

民生費

152,367円

社会福祉サービスの充実に

令和元年度 139,040 円
（増減＋13,327 円）

教育費

38,736円

学校教育や生涯学習の振興に

令和元年度 36,360 円
（増減＋2,376 円）

衛生費

26,400円

保健サービスや快適な環境づくりに

令和元年度 25,608 円
（増減＋792 円）

公債費

32,887円

町の借入金の返済に

令和元年 29,841 円
（増減＋3,046 円）

商工費

6,232円

商工業の振興に

令和元年度 3,499 円
（増減＋2,733 円）

その他

4,735円

農林水産業の振興や災害復旧に

令和元年度 4,631 円
（増減＋104 円）
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義
務
的
経
費

返済

令和２年度 当初予算
一般会計

歳 入 117億円

歳 出 117億円

前年度との比較

町民１人あたりに
使われているお金は？

特色ある事業
１１７億円 （前年度比　７．５％、８億２，０００万円の増）

町税
39億1,765万円

（33.5％）

民生費
45億490万円

（38.5％）

扶助費
28億6,597万円

（24.5％）

人件費
15億5,101万円

（13.3％）

公債費
9億7,233万円

（8.3％）

投資的経費
23億1,791万円

（19.8％）

物件費
15億7,674万円

（13.5％）

補助費等
11億3,685万円

（9.7％）

繰出金
11億2,719万円

（9.6％）

土木費
25億9,506万円

（22.2％）

教育費
11億4,527万円

（9.8％）

公債費
9億7,233万円

（8.3％）

総務費
9億5,678万円

（8.2％）

衛生費
7億8,053万円

（6.7％）

消防費　
2億9,127万円（2.5％）

商工費　
1億8,426万円（1.6％） 議会費　1億2,961万円（1.1％）

維持補修費　
7,380万円（0.6％） その他　7,820万円（0.7％）その他　1億3,999万円（1.1％）

繰入金
6億8,356万円

（5.8％）国庫支出金
23億4,453万円

（20.0％）

地方交付税
12億6,353万円

（10.8％）

町債
11億1,040万円

（9.5％）

県支出金
8億9,524万円

（7.7％）

地方消費税交付金　
5億8,000万円（5.0％）

その他交付金等　1億3,590万円（1.1％）

寄附金　2億5,000万円（2.1％）
使用料及び手数料　１億8,581万円（１.6％）
分担金及び負担金　１億2,536万円（１.1％）

その他諸収入等　2億802万円（１.8％）

45.9%54.1%
歳入

目的別歳出
町の経費を

その行政目的によって
分類した支出

性質別歳出
町の経費を

その経済的性質を
基準として

分類した支出

自主
財源

依存
財源

　施政方針に基づき編成した一般会計、特別会計（国民健康保険事業・後期高齢者医療事業・介護保険事
業・浄化槽整備事業）、公営企業会計（水道事業・下水道事業）の令和２年度当初予算が、定例町議会で議
決されましたのでお知らせします。

・固定資産税
・町民税
・都市計画税
・町たばこ税
・軽自動車税

令和元年度当初予算と比較したときの主な増加要因は以下のとおりです。

です。その内訳を見ると･･･395,725円

町税の内訳

17億5,870万円 
15億3,489万円 
3億2,337万円 

2億548万円 
9,521万円 

（15.0％） 
（13.1％） 
（2.8％） 
（1.8％） 
（0.8％） 

・子々川日並線道路改良事業 3億400万円（1億8,745万円の増）
・保育所等整備交付金（時津野田保育園増改築） 1億1,756万円（新規事業）
・施設型給付費（私立保育所・幼稚園等） 11億795万円（6,975万円の増）

○地方創生推進交付金事業
○庁舎非常用発電機更新事業
○国勢調査費
○公園トイレ改修事業
○中学生海外派遣事業
○総合計画策定事業
○通学路交通安全対策事業

4,538万円
2,233万円
1,217万円

968万円
710万円
629万円
500万円

総務費（行政サービスの向上など）
○特定不妊治療事業 465万円
衛生費（保健衛生や環境衛生など）

○第２土地区画整理事業
○子々川日並線道路改良事業
○西時津左底線（野田工区）道路事業
○町道点在舗装・長寿命化修繕事業
○歩くまちづくり事業

13億9,011万円
3億400万円

2億1,575万円
6,788万円
2,560万円

土木費（区画整理、道路のインフラ整備など）

○校務用パソコン購入
○給食センター第二調理場調理機器購入
○英語指導助手配置事業

令和２年３月末の人口：29,566人　平成３１年３月末の人口：29,829人

1,477万円
1,354万円
1,306万円

教育費（学校教育や生涯学習の振興など）○保育所等整備交付金
　（時津野田保育園増改築）
○福祉医療費（こども）
○高齢者交通費助成事業

1億1,756万円
3,781万円
1,748万円

民生費（社会福祉サービスの充実など）

議会費

4,384円

町議会運営費として

令和元年度 4,414 円
（増減－30 円）

土木費

87,772円

区画整理、道路等のインフラ整備に

令和元年度 79,102 円
（増減＋8,670 円）

総務費

32,361円

一般行政事務費として

令和元年度 32,263 円
（増減＋98 円）

消防費

9,851円

消防活動や消防団育成に

令和元年度 9,988 円
（増減－137 円）

民生費

152,367円

社会福祉サービスの充実に

令和元年度 139,040 円
（増減＋13,327 円）

教育費

38,736円

学校教育や生涯学習の振興に

令和元年度 36,360 円
（増減＋2,376 円）

衛生費

26,400円

保健サービスや快適な環境づくりに

令和元年度 25,608 円
（増減＋792 円）

公債費

32,887円

町の借入金の返済に

令和元年 29,841 円
（増減＋3,046 円）

商工費

6,232円

商工業の振興に

令和元年度 3,499 円
（増減＋2,733 円）

その他

4,735円

農林水産業の振興や災害復旧に

令和元年度 4,631 円
（増減＋104 円）
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支払基金交付金
5億2,320万円
（24.8％）

サービス収入
1,681万円
（81.5％）

事業費
1,904万円
（92.3％）

繰入金
377万円
（18.3％）

後期高齢者医療保険料
2億7,303万円
（72.7％）

後期高齢者医療広域連合納付金
3億3,923万円
（90.3％）

繰入金
7,816万円
（20.8％）

保険給付費
18億7,000万円
（88.5％）

〇諸収入
〇使用料及び手数料

〇諸収入

24万円（0.1%未満）
15万円（0.1%未満）

〇地域支援事業費 1億2,679万円（6.0%）

国庫支出金
4億3,706万円
（20.7％）

介護保険料
4億4,034万円
（20.8％）

繰入金
4億3,488万円
（20.6％）

県支出金
2億7,598万円
（13.1％）

①歳　　入：町における１年間のすべての収入。
②歳　　出：町における１年間のすべての支出。
③一般会計：町が行う行政運営の基本的な経費を計上したもの。
④特別会計：特定の事業を行う場合に、その特定の事業に対する歳入を歳出にあて、一般会計とは区別されるもの。
⑤公営企業会計：事業経営による収入で経費を賄う独立採算制をとる会計。（水道事業会計など）
⑥自主財源：町が自主的に収入できる財源。（主に町税など）
⑦依存財源：国や県から交付されたり、割り当てられたりする収入の財源。（主に地方交付税、国庫支出金など）
⑧町　　税：固定資産税、町民税など。時津町の歳入の中で一番大きな収入。
⑨地方交付税：国税のうち所得税、法人税、酒税、消費税、たばこ税を一定の割合で国が地方に交付するもの。
⑩町　　債：町が各種事業を実施するために国やその他の金融機関から借り入れる資金のことで、通常10年以
　　　　　　上かかって返済される。
⑪国庫支出金（県支出金）：国（県）が特定の目的のために交付する補助金など。

用語の説明

介護保険特別会計　令和２年度予算国民健康保険特別会計　令和２年度予算

下水道事業会計（公営企業会計） 令和２年度予算

浄化槽整備事業特別会計　令和２年度予算

後期高齢者医療特別会計　令和２年度予算

介護保険事業（前年度比 2.1%、4,402万円の増）

●歳入　21億1,185万円 ●歳出　21億1,185万円

●歳入　2,062万円 ●歳出　2,062万円

●歳入　3億7,563万円 ●歳出　3億7,563万円

介護サービス事業（前年度比 17.1%、301万円の増）

4万円（0.2%）

〇総務費 1億1,395万円（5.4%）
〇予備費
〇諸支出金

100万円（0.1%未満）
11万円（0.1%未満）

〇分担金及び負担金 849万円（2.3%）

〇諸収入 1,590万円（4.2%）

〇使用料及び手数料 5万円（0.1%未満）

〇諸支出金 130万円（6.3%）
〇予備費 28万円（1.4%）

〇総務費 2,829万円（7.5%）

〇諸支出金 711万円（1.9%）

〇予備費 100万円（0.3%）

県支出金
23億9,056万円
（74.1％）

保険給付費
23億4,093万円
（72.5％）

国民健康保険
事業費納付金
7億9,858万円
（24.8％）

国民健康保険税
5億9,404万円
（18.4％）

●歳入　32億2,718万円 ●歳出　32億2,718万円

〇繰入金 2億3,704万円（7.3%）

〇諸収入
〇使用料及び手数料

504万円（0.2%）
50万円（0.1%未満）

営業収益
5億3,053万円
（60.5％）

営業費用
7億304万円
（89.5％）

補助金
1億154万円
（66.0％）

企業債償還金
3億5,584万円
（76.0％）

建設改良費
1億964万円
（23.4％）

負担金
2,988万円
（19.4％）

企業債
2,250万円
（14.6％）

営業外収益
3億4,620万円
（39.5％）

●収益的収入　8億7,673万円

●収益的支出　7億8,517万円

●資本的収入　1億5,392万円

●資本的支出　4億6,848万円

〇営業外費用 7,883万円（10.0%）

〇予備費 300万円（0.6%）

〇予備費
〇特別損失

300万円（0.4%）
30万円（0.1%未満）

水道事業会計（公営企業会計） 令和２年度予算

営業収益
6億4,568万円
（85.1％）

営業費用
6億8,756万円
（96.2％）

負担金
8,394万円
（100.0％）

建設改良費
1億1,327万円
（88.0％）

●収益的収入　7億5,885万円

●収益的支出　7億1,457万円

●資本的収入　8,394万円

●資本的支出　1億2,874万円

〇営業外費用 2,371万円（3.3%）

〇営業外収益 1億1,317万円（14.9%）

〇予備費
〇特別損失

300万円（0.4%）
30万円（0.1%未満）

〇企業債償還金 1,247万円（9.7%）
〇予備費 300万円（2.3%）

〇保健事業費 4,509万円（1.4%）

〇総務費 2,646万円（0.8%）
〇予備費
〇諸支出金
〇公債費

1,300万円（0.4%）
310万円（0.1%）
2万円（0.1%未満）

繰入金
2,868万円
（69.8％）

事業費
2,983万円
（72.6％）

総務費
720万円
（17.5％）

使用料及び手数料
940万円
（22.9％）

●歳入　4,110万円 ●歳出　4,110万円

〇町債 150万円（3.6%）
〇国庫支出金 98万円（2.4%）
〇分担金 39万円（0.9%）
〇県支出金 15万円（0.4%）

〇公債費 407万円（9.9%）

（前年度比 12.7%、4,219万円の増）

（前年度比 △5.3%、1億7,991万円の減）

（前年度比 △2.8%、118万円の減）
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支払基金交付金
5億2,320万円
（24.8％）

サービス収入
1,681万円
（81.5％）

事業費
1,904万円
（92.3％）

繰入金
377万円
（18.3％）

後期高齢者医療保険料
2億7,303万円
（72.7％）

後期高齢者医療広域連合納付金
3億3,923万円
（90.3％）

繰入金
7,816万円
（20.8％）

保険給付費
18億7,000万円
（88.5％）

〇諸収入
〇使用料及び手数料

〇諸収入

24万円（0.1%未満）
15万円（0.1%未満）

〇地域支援事業費 1億2,679万円（6.0%）

国庫支出金
4億3,706万円
（20.7％）

介護保険料
4億4,034万円
（20.8％）

繰入金
4億3,488万円
（20.6％）

県支出金
2億7,598万円
（13.1％）

①歳　　入：町における１年間のすべての収入。
②歳　　出：町における１年間のすべての支出。
③一般会計：町が行う行政運営の基本的な経費を計上したもの。
④特別会計：特定の事業を行う場合に、その特定の事業に対する歳入を歳出にあて、一般会計とは区別されるもの。
⑤公営企業会計：事業経営による収入で経費を賄う独立採算制をとる会計。（水道事業会計など）
⑥自主財源：町が自主的に収入できる財源。（主に町税など）
⑦依存財源：国や県から交付されたり、割り当てられたりする収入の財源。（主に地方交付税、国庫支出金など）
⑧町　　税：固定資産税、町民税など。時津町の歳入の中で一番大きな収入。
⑨地方交付税：国税のうち所得税、法人税、酒税、消費税、たばこ税を一定の割合で国が地方に交付するもの。
⑩町　　債：町が各種事業を実施するために国やその他の金融機関から借り入れる資金のことで、通常10年以
　　　　　　上かかって返済される。
⑪国庫支出金（県支出金）：国（県）が特定の目的のために交付する補助金など。

用語の説明

介護保険特別会計　令和２年度予算国民健康保険特別会計　令和２年度予算

下水道事業会計（公営企業会計） 令和２年度予算

浄化槽整備事業特別会計　令和２年度予算

後期高齢者医療特別会計　令和２年度予算

介護保険事業（前年度比 2.1%、4,402万円の増）

●歳入　21億1,185万円 ●歳出　21億1,185万円

●歳入　2,062万円 ●歳出　2,062万円

●歳入　3億7,563万円 ●歳出　3億7,563万円

介護サービス事業（前年度比 17.1%、301万円の増）

4万円（0.2%）

〇総務費 1億1,395万円（5.4%）
〇予備費
〇諸支出金

100万円（0.1%未満）
11万円（0.1%未満）

〇分担金及び負担金 849万円（2.3%）

〇諸収入 1,590万円（4.2%）

〇使用料及び手数料 5万円（0.1%未満）

〇諸支出金 130万円（6.3%）
〇予備費 28万円（1.4%）

〇総務費 2,829万円（7.5%）

〇諸支出金 711万円（1.9%）

〇予備費 100万円（0.3%）

県支出金
23億9,056万円
（74.1％）

保険給付費
23億4,093万円
（72.5％）

国民健康保険
事業費納付金
7億9,858万円
（24.8％）

国民健康保険税
5億9,404万円
（18.4％）

●歳入　32億2,718万円 ●歳出　32億2,718万円

〇繰入金 2億3,704万円（7.3%）

〇諸収入
〇使用料及び手数料

504万円（0.2%）
50万円（0.1%未満）

営業収益
5億3,053万円
（60.5％）

営業費用
7億304万円
（89.5％）

補助金
1億154万円
（66.0％）

企業債償還金
3億5,584万円
（76.0％）

建設改良費
1億964万円
（23.4％）

負担金
2,988万円
（19.4％）

企業債
2,250万円
（14.6％）

営業外収益
3億4,620万円
（39.5％）

●収益的収入　8億7,673万円

●収益的支出　7億8,517万円

●資本的収入　1億5,392万円

●資本的支出　4億6,848万円

〇営業外費用 7,883万円（10.0%）

〇予備費 300万円（0.6%）

〇予備費
〇特別損失

300万円（0.4%）
30万円（0.1%未満）

水道事業会計（公営企業会計） 令和２年度予算

営業収益
6億4,568万円
（85.1％）

営業費用
6億8,756万円
（96.2％）

負担金
8,394万円
（100.0％）

建設改良費
1億1,327万円
（88.0％）

●収益的収入　7億5,885万円

●収益的支出　7億1,457万円

●資本的収入　8,394万円

●資本的支出　1億2,874万円

〇営業外費用 2,371万円（3.3%）

〇営業外収益 1億1,317万円（14.9%）

〇予備費
〇特別損失

300万円（0.4%）
30万円（0.1%未満）

〇企業債償還金 1,247万円（9.7%）
〇予備費 300万円（2.3%）

〇保健事業費 4,509万円（1.4%）

〇総務費 2,646万円（0.8%）
〇予備費
〇諸支出金
〇公債費

1,300万円（0.4%）
310万円（0.1%）
2万円（0.1%未満）

繰入金
2,868万円
（69.8％）

事業費
2,983万円
（72.6％）

総務費
720万円
（17.5％）

使用料及び手数料
940万円
（22.9％）

●歳入　4,110万円 ●歳出　4,110万円

〇町債 150万円（3.6%）
〇国庫支出金 98万円（2.4%）
〇分担金 39万円（0.9%）
〇県支出金 15万円（0.4%）

〇公債費 407万円（9.9%）

（前年度比 12.7%、4,219万円の増）

（前年度比 △5.3%、1億7,991万円の減）

（前年度比 △2.8%、118万円の減）
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